
2010年8月   

環境コミュニケーション：10年度

162名

ごあいさつ

環境責任者

2010年度の環境重点テーマの取組み

目標 成果

製品・環境配慮ポイントの紹介

→製品情報 : http://panasonic.jp/sd/

八幡光弘

CO2排出量18,502ｔ以下
水使用量改善率2.5％以上

総排出物量の削減として、排出物量改善率3％以上
ゼロエミッションの維持継続で、リサイクル率99.5％以上

重点削減物質排出・移動量を2％以上削減
有資格者の育成（内部監査人：2名取得）

各部署CO2削減取組み実施（51件）等により15,424ｔ達成
水絞込みにより水使用量2.8%達成

SDエコ包装導入によりダンボール・プラトレー12.5%削減
新規廃棄物のリサイクル化、徹底分別等により、リサイクル率100%達成
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主要製品：

1982年4月

ISO14001取
得：

1995年11月
ISO14001最
新更新：

　光学モジュール、ＳＤカード

山形県天童市松城町１番１号所在地：

設立： 従業員数：

023-654-9303

3件

TEL:

地域貢献活動：工場見学：情報開示： 1件

問合せ： 生産技術チーム

　AVCネットワークス社山形地区は、1982年に山形県天童市に設立され、Panasonicキーデバイス事業の全
世界への供給基地として位置づけられDSC鏡筒及びSDカードを主体とした要素部品の製造事業場です。
　Panasonicグループの一員として環境の取り組みを推進し、環境保全・省エネルギー・省資源リサイクル活
動に積極的に取り組んでおり、その活動は省エネルギー庁長官賞、リサイクル功労者、山形県環境保全推
進賞の受賞等内外から高い評価を頂いています。

比重管理よるIPA使用量削減により重点削減物質削減2.4%達成
環境ISO内部監査人2名取得

　　　ＤＳＣ鏡筒（レンズ玉内製品）

SD メモリーカード

・レンズ玉削材の鉛レス化
・鉛フリー半田の導入
・部品納入部材のリターン化
・化学物質削減取組みの推進
・多数個成形拡大によるCO2削減取組みの推進

・鉛フリー半田の導入
・エコ包装導入によるダンボールプラトレーの削減
・SIP工法への変更による一貫ラインの稼動停止
・生産状況に応じ変則勤務によるCO2削減

http://panasonic.jp/sd/�
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環境パフォーマンスデータ グラフ表示年　2010年4月1日～2011年3月31日

エネルギー使用量 単位：千kl CO2排出量 単位：千ｔ

算出基準について

水の使用量 単位：千m³ 産業廃棄物・有価発生物 単位：千ｔ、%

化学物質 単位：ｔ

マテリアルバランス 10年度 重点削減物質　排出・移動量
大気排出

使用量 37.21 リサイクル量

65.69 27.47

除去処理量 製品出荷量

0.00 0.98

水域排出 移動量

0.00 土壌排出 0.03

0.00

パナソニックグループの工場化学物質管理について

環境パフォーマンスデータの特記事項 http://panasonic.co.jp/eco/factory/chemical_substance/
報告すべき事項は御座いません。

電機事業連合会「電気事業における環境行動計画」(2008年9月）に記載されている年度ごとの「使用端CO2排出原単位」を使用して計算。但し、2006年
度以降は0.410kgCO2/kWhを固定して使用。
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環境法令等の順法状況 10年度

＜大気汚染物質計測状況＞

単位 法令規制値 自主規制値 実績平均値 実績最大値

ＳＯｘ Nm³/h 6.62 0.03 － 0.01

6.62 0.03 － 0.01

ＮＯｘ ppm 150.00 120.00 － 87.00

150.00 120.00 － 91.00

ばいじん g/Nm³ 0.10 0.08 － 0.00

0.10 0.08 － 0.00

＜水質汚濁物質計測状況＞

単位 法令規制値 自主規制値 実績平均値 実績最大値

COD mg/l

BOD mg/l

窒素 mg/l

リン mg/l

＜騒音・振動＞

単位 法令規制値 自主規制値 実績平均値 実績最大値

騒音 dB 昼

夜

振動 dB 昼

夜

法令規制値：法または条例および協定の規制する値

N/A：法令規制対象外の項目

法令規制値超過について

指導、指摘事項に対する改善状況
指導、指摘事項 改善対策

1号ボイラー

2号ボイラー

1号ボイラー

N/A

N/A

2号ボイラー

N/A

1回/年

計測頻度

施設名

N/A

計測場所

N/A

N/A

N/A

報告すべき事項は御座いません。

N/A

報告すべき事項は御座いません。

2号ボイラー

1回/年

施設名

1号ボイラー

計測頻度

計測頻度

1回/年

1回/年

1回/年

1回/年
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環境方針
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環境負荷削減の取り組み事例

 環境コミュニケーション事例

緊急事態への準備と対応
【想定２の危険物倉庫内での溶剤・油流出時を想定して訓練実施】

●　溶剤・油（一斗缶…1～3缶）　　　　

運搬中、台車転倒により溶剤・油が散乱し雨水への流出を想定

①台車転倒による溶剤・油が流出。

②倒れた一斗缶を立てて、拡散を防止する。

③流出対策ボトルから溶剤吸着材を出す。

④雨水への流出防止対策

　・溶剤吸着材で周囲を素早く囲い、流出防止する。(液体物は素早い対応を）

⑤流出した周囲をカラーコーンで囲む。

⑥付近の人に協力を要請しかつ連絡網に従い担当責任者へ連絡を行う。

⑦保護具の着用

　◎　溶剤…保護手袋 ◎　油…保護手袋

　★　必要に応じ防毒マスク・保護メガネ　　　　(備品置場）

⑧溶剤・油を溶剤吸着材で吸収させる。
⑨少量の場合は、溶剤吸着材をビニール袋に入れNO,15油付着ドラム缶へ。
　　多量の場合は、溶剤吸着材ボトルごと廃棄手続きを行なう。

2010年度　省エネルギー・省資源リサイクルの取り組み
工場内の省エネ部会・省資源部会活動を中心に、各改善活動を行い省エネ活動ではCO2排出量15,424ｔ
省資源リサイクルでは、排出物量前年度比改善率12.5％、リサイクル率100%を実現した。

敷地内外清掃活動
4月27日・6月1日・9月29日
工場構内及び周辺地域の清掃活動実施

道路沿い清掃風景(4/27） 敷地内清掃風景（4/27） 道路沿い清掃風景(6/1） 敷地内清掃風景（6/1）

道路沿い清掃風景（9/29） 敷地内清掃風景（9/29）

倉庫外

＜省資源リサイクルの取組み事例＞
　・クラムシェル包装からエコ包装へ変更により
　　ダンボール、プラスチック形抜き部材の廃止　　(写真-参考②)
　・包装材の再利用化による排出物量の削減
　・品質向上による廃棄部材の削減

参考-②

クラムシェル包装 エコ包装

参考-①

＜省エネルギーの取組み事例＞
　・センサー＋電磁弁＋タイマー制御追加でワーク有りに、
　　一定時間のみON実施　　　(写真-参考①)
　・レンズ成形機ヒーターブロック省エネ化
　・生産設備の効率化、生産性向上による消費電力削減

センサー
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